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の強い種壕であ-･.,た.

考察 :㊥ 両症例とも松果体固有細胞上の頓根性が強

く.松果体固有の分化を良 く保持 しており pineoeylomil

をこ属す る腺癌 と考えられた⇒② メラニン含有細胞は魔

徴形態 上.陸埼細胞との取出点を有 しておL),相互L/:')移

行形 も存在 し,陣場細胞内にも melanosomL,が認め ま､'

れた,従って,松果体嚢質細胞の審釆持つメラニソ産生

能が.一部の腫噂細胞に強調されて現れたも(′r)上考えド)

わた.Liil瞳揚細胞は免疫染色にて ellrOmOLrrこllliIITA 陽

性であー--､た.
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が集凍 していると思えたが,電顕像では確かにメラニン

産生細胞の集束が存在する.従ってメラニン願粒の見 ら

れない腰癌細胞に電顕的をこプ レメラノゾームが存在す る

か否かが,細胞分化を考える上で盈費 と思 う.

4.松果体部腫瘍の治療,消失後11年を経た症例の脊髄に発生したneurogenic 

tumorの生検例
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症例 :57歳,男性.1977年,頭痛.嚇気が出現.CFI､

で松果体部腫癌 と水頭症が発見された.北海道大学脳神

経外科にて ･-15C.I,LT)放射線療法と ＼∴1)shuntが行わ

れ 画像上腫壕は消失 した.生検は行われていない.9

院鞍形外科で TIO Lべ′Lに瞳将が発Rされ 腫壕亜全

摘後に 5(X:,yの放射線照射を受し十 経過は良好であー-1

た.さ吊こ4年後の 1992年に,歩行困難と雨下畦 しび

図 1 と11 陸壕は均一在小型頬円形細胞よE)成る (HEx1321

b) 腫壕細胞胞体に syn(,lPtic＼･esicle-SPL.cificproteinが陽性

(x200)
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図 2 neuroseeretorygranule様構造物 (矢印lと annulatelamellae
の横断像 (矢じり)

れが出現.MR王で,T4および T7をこ腫蕩像が認めら

れ T4しべ′Lのくも膜外に存在した庫痔しり摘出術が行

われた書頭部 CTで,松果体部をこ魔癌を認めなかった.

組織所見 :2回の生検組織像はほほ同一一で,膝壕はや

や明るい横と比較的乏 しい胞体の小型叛円形の細胞から

なり,明らかな mitosisはみられなかった (図 ]巨汲).

血管結合織は腫癌細胞を不完全ながら島状に区画するよ

r>)に入っていた.1一部iこ pet･i＼,aseularpseudorosette

を認めたが典型的な rosette構造は明らかでなかった.

Bodiall染色で血管間関に少数ながら噂銀性の細胞突起

を認めた,

免疫組織化学的所見 :瞳癌細胞LT)大部分に synapticve-

sicle-SpecificpI･Oteitlが陽性で し図 卜bl､--1部の細胞

に Ileul･Orilanlentも陽性.ごく少数の細胞に GFAPが

陽性であった.

電顕所見 :腫壕細胞は celトー ()でellに配列 し,数個の

細胞の中心にはしば しば大小の突起が介在していた.細

胞間には punctateadhesionを認LtT)たが,synapse構

造はみられなかった.胞体内をこぼ少数の neurosecretory

granule様構造物および比較的多数しりannulatplanlellae･

を認めた (図 2),また,少数の C損品も認められた.
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考察 :本例は比較的よく分化した neuI･Ogenictumor

であり,臨床歴を併せ考えると,駄果槻 発の p血e∝yt甜na

-pilleOblastolllaの脊髄-の転移の像として埋解可能

ど.思われた,松果休部 pineocytoma-pilleOblastomaが

治療,消失後長い期間 (休止期 ?)を経で脊髄に転移性

発育を示 しうることは,臨床的,病理学的をこ留意すべき

点と考えられた.

clloma.pineoblastomaが脊髄に massを形成する様

な転移の報告はなかった.

本例を検索する上で,北海道大学脳神経外科学教室,

群馬大学医学部中里洋一教授のご協力を得ました.感謝

申し上げます.
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中里洋一 (群大第一病理) 光頗像 (特に Bodian染

色で pI･(TX=eSSの形態1上電成約に annulatelamellaeが

兄上､っおる点から pineocytomat')転移の可能性があると

考えました.また,ehromograninA :i-_ブr)メI)r171̂

簸色が pineocytomaの診断をこ役立ちますので追加 して

いただけるとよいと思います.


